
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018年 11月 24日（土）に、児童福祉学科の千田ゼミの学生８人と千田教授が、奈良市

の帝塚山大学にて開催された「2018年度日本家政学会関西支部の第 40回（通算 96回）研

究発表会」に参加しました。学生は、以下のような題目で、千田教授と共同発表という形

で、他大学の先生方や大学院生の発表に混ざって発表を行いました。この学外発表は、「児

童福祉研究」の学外授業としての取り組みで、３年生の「総合ゼミ」と４年生の「児童福

祉研究」の２年間弱の研究成果の発表です。 

 

付属幼稚園実習・保育所実習・児童福祉施設実習・幼稚園実習・看護実習・養護実習・

特別支援学校教育実習・就職活動の面接等をこなした４年生なので、物おじせず、大きな

声で元気よく堂々と発表していました。研究内容に興味を持っていただいた聴講者からも

質問が出て、活発な議論が展開されました。他大学の先生から「学部の４年生ですか？大

学院生ではないのですか？」という感想もいただきました。 

 

12月 15日（土）の児童福祉研究発表会では、この発表会でいただいたコメントなどを反

映し、さらに素晴らしい発表が期待されます。 

 

 

 

 

 

 

 

本学の４年生８人と千田教授が 

日本家政学会関西支部研究発表会にて、 

学会発表を行いました！ 

2018年（平成 30年）度 

一般社団法人 日本家政学会関西支部 

第 40回（通算 96回）研究発表会 

 

日時：2018年 11月 24日（土）12時 30分より 

会場：帝塚山大学学園前キャンパス 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


